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1.課題

ガット・ウルグアイラウンドにおける1993年12月の

農業交渉の合意以降，多くの農産物市場では市場競争

が国境を越えグローバル化しており，日本農業は開放

経済への移行に伴う産業史上最大とも言える構造転換

を強いられている.そしてWTOが目指す市場アクセ

スの拡大，すなわち，自由貿易の拡大が進めば最終的

には市場競争の結果として国際市場は適地適産(国際

分業)に落ち着くと予想される.しかし，規制緩和が

急速に進行中のわが国においては，国際的な市場競争

の影響をそれぞれの時点で分析し，明らかにすること

が緊急かつ重要な課題となっている.

国際的な市場競争の分析法のーっとして空閥均衡モデ

ルを利用した方法が知られている.11IJえばTakayama

and Judge (1971)をはじめとし，最近ではNagurney

ら(1993)によって関税を考慮した空間均衡モデルが

展開されている.しかしどのモデルも実際の関税を導

入することができず，実践的な空間均衡モデルとして

利用されることはほとんどなかった.というのは，同

質の商品であるにもかかわらず，ある一定量(ミニマ

ムアクセス，カレントアクセス量)までの輸入に対し

ては低水準の第1次税率が，またその量を超えた輸入

に対しては高水準の第2次税率が適用される関税割当

制度の存在や.従量税だけでなく従価税ないしその組

合せである複合税の存在が，空間均衡モデルへの実際
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の関税の導入を困難ならしめていたからであると考え

られる.

本稿ではこのような関税割当制度や複合税を導入し

たより現実的かつ実践的な国際貿易の空間均衡モデル

を提示し，その適用例を示すこととする.以下第2節

で本稿の表記法や前提条件について述べ，第3節で関

税を導入する際の基本原理を明らかにする.第4節で

は国際市場が完全競争市場である場合の関税を考慮し

た国際貿易空間均衡モデルの具体的な構成の仕方を明

らかにし，第5節でそのモデルの簡単な適用例を示す.

最後に第6節で本稿を要約し，今後の課題について述

べる.

2.表記法とモデル

本稿ではn(n孟2)国聞の国際貿易'空間均衡モデル

を考え，次のような表記法を用いることとする.特に

断らない限り i. は1から nまでの任意の整数を意

味するものとする.

(a)関税割当制度に対応して，各国の市場を制度上

の観点から，第1次税率市場と第2次税率市場に区分

して考える.

(b)第j国の第 1次税率市場の輸入限度枠であるカ

レントアクセス量を CAjで表し，第 i固から第j国

への輸出に対して課せられる第j国の複合税を表2-

1のような記号で表す.言うまでもなく従価税は輸入

価格に一定の比率(従価税率)を乗じて算定され，従



量税は輸入数量に単位数量当たり一定の金額(従量税

率)を乗じて算定される.なお，複合税を図示すると

図2-1のようになり.通常αij孟aij，s ij孟bijなる

関係が成立する.

(c)第i固の園内供給も形式上，第 i固から第 i国

の第1次税率市場への輸出とみなし， αii= s ii=O 
とする.ただし，囲内供給は輸入数量としては考慮さ

れないものとする.また形式的な整合性を維持するた

めaiiとbiiは輸入禁止的な大きな値であるものとす

る.

(d)各国聞の貿易数量を表2-2のような記号で表

す.ここで，形式上第i固から第i国の第2次税率市

場への供給量を表すXsiiなる記号を導入しているが，

Xsii三Oである.また Dj=D1j+D2jなる記号を導

入し.第i国の供給量を 8i，第j国の需要量を Djで

表すこととする.

(e)第i国の産地価格を P8i，第j固における市場

価格を PDj，第i固から第j国への単位輸送費をTij，

第i国から第j国への輸出に関する単位保険料を Iij

で表す.また第i国における線形の供給関数を

正雅口鶴・川千野庄80 

8i=一μi+マi(P8i)， (通常μi>O，マi>O)

線形の逆供給関数を

P8i=(μi/マi)+(1!1Ji)8i

で表す.

さらに.第j国における線形の需要関数を

Dj=yj-AjPDj， (通常yj>O， A j>O) 

線形の逆需要関数を表2-1 第 i固からの輸入に対する第j国の複合税

PDj=( y j/ A j)-(1! A j)Dj 

で表す.

(f)第j国の第1次税率市場で商品を有利に販売す

る権利のシャドウプライスを 8Pjで表す.なお，シヤ

ドウプライスについては第3節マ説明する.

第2次税率市場

sij 

a1) 

bij 

第1次税率市場

α1) 従価税率

従量税率

モデルへの関税導入の基本原理

現実の複雑な関税を国際貿易の空閥均衡モデルへ導

入するために本稿で利用した基本原理は次の二つであ

る.第一に，第1次税率市場で商品を有利に販売する

権利のシャドウプライスを導入し，輸入限度枠のある

第 1次税率市場への輸出を囲内供給や輸入限度枠のな

い第2次税率市場への輸出と同じ限界概念で分析しう

るようにしたことである.第二に，関税を導入した国

際貿易の空間均衡モデルの均衡条件を線形相補性問題

(Linear Complementarity Problem :以後 LCP

と略記)として定式化し均衡解を求めるようにしたこ

3. 
関税串

実線，従価税串 e 

点線:従量税串 i 

CAj 第 j園の輸入量

注)実線および点線で示す税率の水準は各国様々

であり，基本的には αij三五aij， s ij孟bij
なる関係が成立するだけである.図の αijと
s ijの大小関係には特に意味はない. (aij 
とbijも同様)

図2ー 1

b ij 

第j国の複合税
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とである.というのは伝統的な空間均衡モデルの場合

のように，均衡条件を何らかの最大化問題の最適条件

とみなして均衡解を求めることはできないからである.

なお，制度上の観点から各国内の市場を第1次税率市

場と第2次税率市場に区分したが，各国の消費者にとっ

ては両市場の商品は全く同じものであり，価格形成に

関して何ら区別されることはない.

本稿で利用した基本原理を一般論として抽象的にこ

れ以上詳しく説明しでも得るところが少ないので，関

税を導入した国際貿易の空間均衡モデルを具体的に展

開する中で，基本原理についても補足的な説明を加え

ることとする.

4.完全競争市場におけるモデルの展開

ここでは国際市場が完全競争市場である場合の関税

割当制度と複合税を導入した国際貿易の空閥均衡モデ

ルの構成の仕方を明らかにする.ただし従価税は輸入

品のCIF価格(運賃.保険料込みの輸入国の港受渡

価格)を基準とし，そのCIF価格に従価税率を乗じ

て算定されるものとする.また説明を簡潔にするため

に， n=3の場合について説明するが，このことによっ

て説明の一般性が失われることはない.この場合表2-

2は表4-1のように簡潔に表される.以下述べる均

衡条件は，生産者と消費者が市場価格を与件とし

price-takerとして行動する場合，つまり完全競争市

場の場合の均衡条件であり，各国がどの市場にどれだ

け出荷し.各市場でどのような価格形成がなされるか

を静学的に分析するためのものである.これらの均衡

条件を同時にすべて満たす諸変数の値を求めることに

よって静学的市場均衡の状態を明らかにすることがで

きる.

(a)第j固における市場価格PDj

第j国の需要量は第j国を含む全ての固からの第j

国への出荷量の合計を超えることはなしその市場価

格PDjが正である限り両者は等しく，両者が異なる

のはPDjがOの時だけである.

yj-A.jPDj孟X1j+ X2j + X3j + Xs1j 

+ Xs2j + Xs3j (j =1， 2， 3) 

(-y j+ A. jPDj+ X1j+ X2j+ X3j+ Xs1j 

+ Xs2j + Xs3j) PDj =0 

(b)第i固における産地価格P8i

第i固から全ての市場への出荷量の合計は第 i固に

おける供給量を超えることはなく，産地価格 P8iが

正である限り両者は等しく，両者が異なるのは P8i

がOの時だけである.

Xi1 + Xi2+ Xi3+ Xsi1 + Xsi2+ Xsi3孟

μi+ 'liP8i (i=1， 2， 3) 

(μi + '1 iP8i -Xi1-Xi2-Xi3-Xsi1 

-Xsi2-Xsi3) P8i=0 

(c)第i固から第j国の第 1次税率市場への出荷量

Xij (カレントアクセス量 CAjが設定された市場へ

の出荷量)

第j国の市場価格PDjから複合税sij+αij(P8i 

+ Tij + Iij)，単位輸送費Tij，単位保険料Iijおよび

シャドウプライス 8Pjを差しヲ|いた値，つまり当該

市場へ出荷する場合の第i国の限界収入が，産地価格

を超えることはなく，限界収入が産地価格より小さい

ならばXijはOであり， Xijが正となるのは両者が等

しい場合である.このことを計算に好都合な形の数式

で表すと次のようになる.

PDj/(1+αij) -P8i -8Pj/(1 +αij)~ 

Tij + Iij + s ij/(1 +αij) 

(j=1， 2， 3 i=1， 2， 3) 

[Tij + Iij + s ij/(1 +αij) 

-PDj/(1+αij) + P8i +8Pj/(1 +αij) JXij =0 

表4ー1 各国間の貿易量および需給量 (n=3)

JT 1 2 3 1 2 3 
合計

第1次税率市場 第2次税率市場

Xll X12 X13 Xsll Xs12 Xs13 81 
2 X21 X22 X23 Xs21 Xs22 Xs23 82 
3 X31 X32 X33 Xs31 Xs32 Xs33 83 

合計 Dll D12 D13 D21 D22 D23 
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(d)第i固から第j国の第2次税率市場への出荷量

Xsij 

第j国の市場価格 PDjから複合税bij+ aij (PSi 

+Tij + lij)，単位輸送費Tij，単位保険料lijを差し

引いた値，つまり当該市場へ出荷する場合の第i国の

限界収入が，産地価格を超えることはなく，限界収入

が産地価格より小さいならばXsijはOであり Xsij

が正となるのは両者が等しい場合である.このことを

計算に好都合な形の数式で表すと次のようになる.

PDj/(1 + aij) -PSi孟Tij+ lij + bij/(1 + aij) 

(j=1， 2， 3 i=1， 2， 3) 

[Tij + lij + bij/(1 +aij) -PDj/(1 +aij) 

+PSi]Xsij=O 

(e)シャドウプライス SPj

第j国の第1次税率市場への全輸入量は当該市場に

おけるカレントアクセス量CAjを超えることはなく，

全輸入量がカレントアクセス量よりも小さいならば当

該市場での販売権のシャ、ドウプライス SPjはOであ

り， SPjが正となるのは両者が等しい場合である.

X1j + X2j + X3j -Xjj孟CAj (j=1， 2， 3) 

(CAj-X1j-X2j-X3j+ Xjj) SPj=O 

以上説明したように完全競争市場における均衡条件

は27組の等式と不等式で表される.これらの27個の不

等式のそれぞれにスラック変数を導入すると，均衡条

件は次のように変形される.なお，スラック変数を含

むすべての変数は非負であるものとする.

第J固における市場価格PDj

( 1 ) V1= -y 1+ A 1PD1 + X11 + X21+ X31+ Xs11 

+Xs21 +Xs31 

PD1V1=0 

( 2) V2= -y 2+ A 2PD2+ X12+ X22+ X32+ Xs12 

+Xs22+Xs32 

PD2V2=0 

( 3) V3= -y 3+ A 3PD3+ X13+ X23+ X33+ Xs13 

+Xs23+Xs33 

PD3V3=0 

第i国における産地価格PSi

(4) v1=一μ1+ 11 1PS1-X11-X12-X13-Xs11 

-Xs12-Xs13 

PS1v1=0 

(5) v2=一μ2+ヮ2PS2-X21-X22-X23-Xs21 

-Xs22-Xs23 

PS2v2=0 

( 6) v3=一μ3+11 3PS3-X31-X32-X33-Xs31 

-Xs32-Xs33 

PS3v3=0 

第i固から第j国の第1次税率市場への出荷量Xij

(7) Y11=T11+I11+s11/(1+α11) 

-PD1/(1+α11)+PS1 

X11Y11 =0 

( 8) Y21 =T21+ 121+ s 21/(1 +α21) 

-PD1/(1+α21)+ PS2+SP1/(1+α21) 

X21Y21=0 

( 9) Y31 = T31+ 131+ s 31/(1 +α31) 

-PD1/(1+α31) + PS3+SP1/(1 +α31) 

X31Y31=0 

(10) Y12=T12+112+ s12/(1+α12) 
-PD2/(1+α12) + PS1 +SP2/(1 +α12) 

X12Y12=0 

(11) Y22=T22+ 122+ s22/(1 +α22) 
PD2/(1 +α22)+PS2 

X22Y22=0 

(12) Y32 = T32 + 132+ s 32/ (1 +α32) 

-PD2/(1+α32)+ PS3+SP2/(1 +α32) 

X32Y32=0 

(13) Y13=T13+ 113+ s 13/(1 +α13) 

-PD3/(1+α13)+ PS1+SP3/(1 +α13) 

X13Y13=0 

(14) Y23=T23+123+ s23/(1 +α23) 
-PD3/(1 +α23) + PS2+SP3/(1 +α23) 

X23Y23=0 

(15) Y33=T33+ 133+ s 33/(1 +α33) 

-PD3/(1+α33)+PS3 

X33Y33=0 

第i固から第j国の第2次税率市場への出荷量Xsij

(16) Ys11=T11+I11+b11/(1+a11) 

-PD1/(1 + a11) + PS1 

Xs11Ysll=0 

(17) Ys21=T21+ 121+ b21/(1 +a21) 

-PD1/(1 +a21) + PS2 

Xs21Ys21=0 

(18) Ys31= T31+131+b31/(1 +a31) 

-PD1/(1 + a31) + PS3 

Xs31Ys31=0 



(19) YsI2=TI2+ 112+ bI2/(1 +aI2) 
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-PD2/(1 +aI2) + P81 

Xs12Ys12=0 

(20) Ys22=T22+ 122+ b22/(1 +a22) 

-PD2/0 +a22) + P82 

Xs22Ys22=0 

(21) Y32=T32+ 132+ b32/(1 +a32) 

-PD2/0 +a32) + P83 

Xs32Ys32=0 

(22) YsI3=TI3+113+bI3/(1+aI3) 

-PD3/(1 +a13) + P81 

Xs12Ys13=0 

(23) Y s23=T23+ 123+ b23/(1 +a23) 

-PD3/(1 +a23) + P82 

Xs23Ys23=0 

(24) Ys33=T33+ 133+ b33/(1 +a33) 

-PD3/(1 + a33)+ P83 

Xs33Ys33=0 

シャドウプライス 8Pj

(25) Z1=CA1-X21-X31 

8P1Z1=0 

(26) Z2=CA2-X12-X32 

8P2Z2=0 

(27) Z3=CA3-X13-X23 

8P3Z3=0 

なお，既に述べたようにX11，X22， X33などの圏

内供給に対する課税は実際にはあり得ないので.通常

はα11=α22=α33=0，s 11 = s 22= s 33=0であ

る.また第j国の第1次税率市場における関税が我が

国の場合のように従価税だけであればsij=Oとなる.

以上の(1)式から (27)式までの条件を表4-2に示

すような行列およびベクトル記号を用いて表すと，均

衡解を求める問題は W=AP+BおよびWTp=Oを

満たす変数列ベクトルPを求める問題，つまり線形

相補性問題として定式化することができる.したがっ

て，表4-2に示す線形相補性問題を解けば均衡解が

得られる.

5.モデルの適用例

ここで次に示すような Hashimoto(1985)の数値

例を用い，上述のモデルの均衡解を求めることとする.

各国の需要関数および逆需要関数

D1= y 1-A lPD1=16-PD1 

PD1 = ( y 1/ A 1)ー(1/A 1)D1=16一D1

D2= y 2-A 2PD2=24-2PD2 

PD2= ( y 2/ A 2) -(1/ A 2)D2= 12-0.5D2 

D3= y 3-A 3PD3=96-4PD3 

PD3=( y 3/ A 3)一(1/A 3)D3=24-0.25D3 

各国の供給関数および逆供給関数

81=一μ1+'71P81 = -1+0.5P81 

P81=(μ 1/マ1)+ (117J 1)81 =2+281 

82=一μ2+マ2P82=-4+4P82 

P82=(μ217J 2) +(1/マ2)82=1+0.2582 

83=μ3+ '73P83=-3+2P83 

P83=(μ3/ '73) + (1/マ3)83=1.5+0.583

ij国聞の単位輸送費

[m-l[0131  T21 T22 T23 1 = 1 1 0 2 1 

T31 T32 T33J L3 2 01 

ij国間の単位保険料

[11IUloool 121 122 123 1 = 1 0 0 0 1 

131 132 133J LO 0 OJ 

lJ国間における第1次税率

α131 10.0 0.1 0.251 

α23 1 = 1 0.2 0.0 0.25 1 

α33J LO.2 0.1 0.0 1 

s131 10001 

s231 = 10 0 01 

s33J LO 0 oJ 

[α11 叫
α21α22 
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[P11P12 
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s31 s32 
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a21 a2必ん………2υリ川川a2必劃2お釦3引:]~ [: [「「a叫凶11…… r100 

a31 a32 a33 1 10.25 

「
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E」

n

A

υ

n
点

U
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M

U

-

-

l

 

n
u
n
U
山

M

9
“
帥
噌
。
“

日

仏

引

の

札

l11b山 [10010261
b21 b22 b231 = 110 100 2.6 

b31 b32 b33J L10 10 100 

各国におけるカレントアクセス量

[CAl CA2 CA3] = [100 100 8] 

このようなデータを用いて均衡解を求めると表5-

1のような結果が得られる.

以上.CIF価格ベースの従価税を前提としたモデ

ルの説明とその適用例を示したが，表4-2における

定数列ベクトルBの部分を表5-2に示す定数列ベク
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線形相補性問題として定式化された均衡条件表4ー2



関税を導入した国際貿易空閥均衡モデルの展開 85 

表5ー1 均衡解 (CIF価格ベース)

第1次税準市場 第2次税率市場

3 
2 
0 

6 

.869 

.392 

262 

D1= 6.262 
D2= 9.769 
D3=38.200 

。
9.769 。
9.769 

。
8 
25.900 

33.9000 

。。。
。
PD1= 9.738 
PD2= 7.115 
PD3=14.450 

トルB'と置きかえることによって， FOB価格ベース

(関税が輸出価格のみに課税され，運賃や保険料には

課税されない.ここではFOB価格=産地価格 P8i)

の従価税を前提としたモデルの均衡条件が得られる.

したがって.表5-2に示される W=AP+B'およ

びWTp=Oを満たす変数列ベクトル Pを求める線形

相補性問題を解けば.FOB価格ベースの従価税を前

提とする場合の均衡解が得られる.これまでと同じデー

タを利用して，その均衡解を求めると表5-3のよう

な結果が得られる.

なお.n=3の上述の例が特殊な事例ではなく，よ

り一般的な場合にもモデルの均衡解が得られることを

示すために，より複雑なn=5の場合の均衡解を求め

てみることとした.次のような数値例の場合CIF価

格ベースでは表5-4のような均衡解が得られる.

各国の需要関数

D1 = y 1-). 1PD1 =30-0.5PD1 

D2= y 2-). 2PD2=46-0.7PD2 

D3= y 3-). 3PD3=64-0.9PD3 

D4= y 4-). 4PD4=80-1.2PD4 

D5= y 5-). 5PD5=95-1.5PD5 

各国の供給関数

81=一μ1+lJ1P81 = -3.0+3.5P81 

82=一μ2+マ2P82=-2.5+3.0P82 

83=一μ3+マ3P83=-3.5+2.5P83 

84=一μ4+守4P84=-2.0+ 1.5P84 

85=一μ5+守5P85=-1.0+0.5P85 

ij国聞の単位輸送費

T31 T32 T33 T34 T35 

T41 T42 T43 T44 T45 

T51 T52 T53 T54 T55 

0.0 0.5 1.1 1.5 2.0 

0.5 0.0 0.6 1.0 1.4 

1.1 0.6 0.0 0.4 0.9 

1.5 1.0 0.4 0.0 0.5 

2.0 1.4 0.9 0.5 0.0 

。。。
。

。 81= 3.869 P81= 9.738 
4.300 82=24.462 P82= 7.115 。 83=25.卯O P83=14.450 

4.300 Total 54.231 

ij国聞の単位保険料

I1l 112 113 114 115 0.0 0.5 1.0 1.2 1.5 

121 122 123 124 125 0.5 0.0 0.4 0.9 1.3 

131 132 133 134 135 1.0 0.4 0.0 0.6 0.8 

141 142 143 144 145 1.2 0.9 0.6 0.0 0.5 

151 152 153 154 155 1.5 1.3 0.8 0.5 0.0 

ij固聞における第1次税率

a 11 a 12 a 13 a 14 a 制制4Lb6ll o m e S6 a m a S6 0 1 0 
a 21 a 22 a 23 a 24 a 251 1 0.10 O.ω0.15 0.05 0.05 

a 31 a 32 a 33 a 34 a 351 1 0.10 0.10 O.∞0.10 0.10 
a 41 a 42 a 43 a 44 a 451 1 0.05 0.10 0.10 0∞0郎
a 51 a 52 a 53 a 54 a 55J LO.05 0.05 0.15 0.10 O.∞ 
sll s12 s13 s14 s15 0.0 0.0 0.5 1.0 0.0 

s21 s22 s23 s24 s'!J 0.5 0.0 1.0 0.5 0.0 

s31 s32 s33 s34 sお 1.0 0.0 0.0 0.5 0.0 

s41 s42 s43 s44 s45 1.0 0.0 0.5 0目o0.0 

s51 s52 s日 s54s55 0.5 0目o1.0 1.0 0.0 

ij国間における第2次税率

a31 a32 a33 a34 a35 

a41 a42 a43 a44 a45 

a51 a52 a53 a54 a55 

bll b12 b13 b14 b15 

b21 b22 b23 b24 b'!J 

b31 b32 b33 b34 b35 

b41 b42 b43 b44 b45 

l∞0.10 0.15 0.10 0.15 
10.15 }ωo.a 0.10 0.10 

=問.150.15 100 0.15 0.15 

同.100.15 0.15 1ω0.10 

ゆ.100.10 o.a 0.15 1∞ 

b51 b位 b日 b54b55J l1.0 1.0 1.5 1.5 1ω 
各国におけるカレントアクセス量

[CA1 CA2 CA3 CA4 CA5l=[5.0 5.0 10.0 5.0 5川
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FOB価格ベースの従価税の場合の線形相補性問題として定式化された均衡条件表 5-2
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表5-3 均衡解 (FOB価格ベース)
一一←一一一一一一一一一一一一一一一一一下一一一一一

第2次税率市場

関税を導入した国際貿易空間均衡モデルの展開

P81= 9.838 
P82= 7.365 
P83=14.175 

81= 3.919 
82=25.462 
83=25.350 

0 

5.950 
0 

5.950 

A
U
A
U
A
U
 

n
u
n
u
n
u
 

0 
8 
25.350 

第1次税率市場

n
u
 

ρ
0
 

0
4
 

n
u
n日

A
U

3.919 
2.242 
0 

Tota1 54.731 o 0 

PD1= 9.838 
PD2= 7.365 
PD3=14.175 

33.350 6.162 9.269 

D1= 6.162 
D2= 9.269 
D3=39.300 

P81=17.874 
P82=19.646 
P83=19.853 
P84=24.131 
P85=25.080 

81=59.559 
82=56.437 
83=46.132 
84=34.197 
85=11.540 

第2次税率市場

A
U
A
U
A
U
A
U
A
U
 

n
u
n
u
n
U
A
U
n
U
 

表5-4

n
u
n
u
n
u
n
U
A
U
 

11.845 40.8401 Tota1 207.865 

PD1=17.874 
PD2=19.646 
PD3=19.853 
PD4=24.131 
PD5=25.080 

。。。
8P1=0 
8P2=0 
8P3=0 
8P4=1.5287 
8P5=1.6173 

が，単に従量税のみ，あるいは従価税のみの関税にも

容易に対応できる汎用性のあるモデルでもある.また，

従来の補助金制度をモデルに組み込むにはマイナス関

税額，マイナス輸送費として解釈することで容易に可

能となる.そして，本稿ではCIF価格ベースと FOB

価格ベースの関税化を別々に取り扱ったが， CIF価
格と FOB価格の組み合わせも容易で，その方が極め
て現実的で、あると言えよう.なお， LCPの解法に関

しては Cottleet a1 (1992)やNagurney，A. (1993) 

などによって現在多くの研究がなされている.本稿で

は特に取り上げなかったが，詳細は本稿末に掲げた文

献を参照してほしい.

最後に今後の課題について述べ，本稿を締めくくり

たい.本稿では，完全競争市場を想定したモデルの展

開を行ったが，そうでない場合にも容易に対応できる.

この点に関しては今後別稿にて取り上げることとする.

また，国内産地問競争モデルともリンクした空間均衡

モデルすなわち園内市場と世界市場をリンクしたモデ

本研究の合意と今後の課題

これまで，関税割当制度や複合税の存在によって，

国際貿易空間均衡モデルへ実際の関税を導入すること

が困難なものとされてきた.しかし，本稿第2節およ

び第3節で述べたような方法によりそれらをモデルへ

組み込めることが明らかとなった.第4節では完全競

争市場を想定の下，関税割当制度と CIF価格ベース
による複合税を導入したモデルを具体的に展開し，よ

り現実的かつ実践的な国際競争モデルへの接近を試み

ることができた.そして第5節において具体的数値例

を用いその静学的均衡解が得られることを確かめた.

以上，本稿で提示したモデルは国際貿易に関する市

場分析を行う上での汎用性，一般'1笠の高いフレームワー

クを提供するものであり.多くの応用分野をもっと考

えられる.

また，本稿で提示したモデルは我が国でみられるよ

うな複合税に対応したモデルから出発したものである

第1次税率市場

21侃3 0 0 5.∞ o 
o 32.248 0 0 5.∞1 

o 0 46.132 0 0 
o 0 0 34.197 0 
o 0 0 0 11.540: 

21.ω3 32.248 46.132 39.197 16.540: 

D1=21.063 
D2=32.248 
D3=46.132 
D4=51.042 
D5=57.380 

6. 
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ルへの拡張も容易に可能であり，今後の国際競争を勘

案した囲内産業のあり方を検討するための一計量的手

段となりうることが期待できょう.
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Summary 

It is well known that spatial equilibrium model is used as an efficient analytical tool 

of international trade. But it is very difficult to take specific duties and ad valorem du-

ties into consideration when we try to apply the spatial equilibrium model to analyze 

the real international trade under complex tariff quota system. 

In this paper， based on the concept of shadow prices and Linear Cpmplementarity 

Problem， we show how to take specific duties and ad valorem duties into consideration 

when we try to apply the model， and present a spatial equilibrium model of interna-

tional trade， which can be used as an efficient and general analytical tool of perfectly 

competitive international trade under real tariff quota system with specific duties and ad 

valorem duties. We also present simple examples of the model and solve the example 

problems to get equilibrium solutions. 


